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この度は弊社製品をご採用いただき誠に有り難うございます。 

本書は、TF−2000N シリーズミニサーマルマスフローメータの設置、運転、保守などについて記述したものです。 

設置時、運転時には必ずご一読くださいますようお願いします。 

本書に記載されている内容は、予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承ください。 

本取扱説明書では形式 TF−2000N 形についての説明がなされています。 

タイプ 形  式 

標準タイプ TF−2211N／2221N／2231N／2241N／2251N 

低圧力損失タイプ TF−2421N／2431N／2441N 

大流量タイプ TF−2261N 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

校正基準について 

弊社ミニサーマルマスフローメータ校正基準の流量表示 

L/h(nor)、L/min(nor)、m3/h(nor)は 0℃、1atm の状態になっています。 
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Ⅰ

はじめにお読みください 

このたびは弊社製品をご採用いただき、誠にありがとうございます。 

この取扱説明書には本製品の設置方法、取扱い上の注意事項等が記載されていますので、ご使用前に必ずご

一読ください。 

 

 

■ 本書で使用しているマークについて 

本書は、弊社製品のご使用に際しお客様にご注意いただきたい内容について記載しています。 

この記載内容は弊社全製品に共通する事項となります。 

次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生じる危害や損害の程度を説明しています。 

 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容です。 

 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「軽傷を負う可能性が想定される場合、および、物的損害の発生

が想定される」内容です。 

 

弊社製品を安全かつ正しくご使用いただくための内容です。 

 

 

■ 一般的な注意事項 

 ●弊社製品は工業計器としての用途にのみ使用し、その他の用途には使用しないでください。

 ●弊社製品は工業計器として最善の品質管理のもとに製造、調整、検査を行い納入いたしております。

みだりに改造や変更を行うと本来の性能を発揮できないばかりか、不具合や事故の原因となります

ので改造や変更は行わないでください。改造や変更の必要がある場合は弊社営業までご連絡くださ

い。 

 ●仕様書に記載された仕様範囲内でのご使用を厳守してください。この範囲を超えた条件でのご使用

は故障、破損の原因となります。 

 ●設置作業の際は必ず安全靴、手袋、保護メガネなどの防護手段を講じてください。 

 ●重量の大きな製品の設置時に、落下による人体・器物などへの損傷または過大な衝撃、破損などが

生じないよう吊下方法を含めた安全措置を行ってください。弊社製品設置時にはプラントあるいは

装置の停止などの安全を充分確認して、製品設置箇所では配管サポート等の処置を行って設置作業

を行なってください。 

 

 ●運搬の際には弊社出荷時の梱包状態で行ってください。 
運搬作業時は製品の落下による人体・器物などへの損傷または過大な衝撃による破損などが生じな

いよう安全措置を行ってください。 
 ●開梱後、製品の中には、水、埃、砂などを入れないでください。

 ●プロセスへの設置・接続に必要な締結部品のボルト、ナット、ガスケット（パッキン）は、原則と

してお客様がご用意ください。 
その場合、圧力、温度および耐食性などの仕様をご確認のうえ選定・ご使用してください。 

 ●プロセスへの設置・接続に際しては、接続配管との偏芯、フランジの倒れがないように設置し、接

続継手の規格・寸法合わせを正しく行ない接続してください。正しく行われない場合、製品の故障、

誤動作、破損などの原因となります。 
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Ⅱ

 ●保管の際には弊社出荷時の梱包状態で保管ください。保管の環境につきましては本書を参照くださ

い。 
 ●設置後、製品を「足場」として使用したり、荷重を掛けた場合は故障、破損の原因となりますので、

絶対に行わないでください。 
 ●製品に貼付されているラベルに表示されている注意事項は、必ず守ってください。 

 ●弊社製品は最善の品質管理のもとに製造、調整、検査を行い納入いたしておりますが、各種の要因

で不測の故障が発生する可能性もあります。運転・安全上の重大な問題が発生する可能性のあるプ

ロセスなどにおいて弊社製品を使用する場合は、万一に備えて弊社製品に加えて同様な機能を果た

す機器を併設、二重化を行うなど、より一層の安全性の確保を推奨いたします。 

 

 

■ 電気的接続について 

 ●電気配線（結線）に際しては仕様書、本書などに記載されている内容を確認のうえ、正しく配線（結

線）してください。誤配線（結線）は機器の故障の原因となるばかりでなく、事故の原因となるこ

とがあります。また、配線（結線）作業の際は電源が遮断されていることを確認し感電にご注意く

ださい。 

 ●電源を接続する製品の場合は、仕様書、本書を参照して電圧および消費電力を確認して適合する電

源を接続してください。適合する電源以外の電圧の電源に接続した場合、機器の破損や作動の不具

合、事故につながる恐れがあります。 

 ●通電中は、感電事故防止のため内部の機器には絶対に触れないでください。 

 

 ●設置工事から電気配線作業完了にいたる間、雨水などが製品内に入らないようご注意ください。ま

た、配線完了後は遅滞なく正しく防水措置を実施してください。 

 

 

■ 材質について 

 ●製品の材質については仕様書に記載されています。弊社ではお客様よりご指示いただいたご仕様、

ご指定またはお打合せにより最適な材質選定に努めておりますが、実際のプロセスにおけるご使用

条件・運転条件につきましては知見できないこともあります。最終的な耐食性、適合性のご確認は

お客様の責任でお願いいたします。 

 

 

■ 製品の一部にガラス、樹脂を使用している製品について 

 ●流量計の接液部または測定部、表示部の材質にガラス、樹脂を使用している製品の場合、過度の加

圧、温度衝撃、急激な流体の流入の衝撃圧などにより流量計のガラス、樹脂が破損する場合があり

ます。 
万が一破損した場合、ガラス、樹脂などの破片が飛散するなどして二次災害および作業者に危険が

及ぶ恐れがあります。破損の原因となるような運転条件にならないようご注意ください。また、飛

散防止の措置をお願いいたします。 
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■ ガラス管・樹脂管面積流量計の使用について 

ガラス管・樹脂管面積流量計は以下の事項に配慮して使用してください。 

 ●以下の流体条件および使用環境では、ガラス管・樹脂管面積流量計は不適ですので使用しないでく

ださい。 
・衝撃圧力がある、あるいは衝撃圧力が予想される流体ライン 
・万が一ガラス管/樹脂管が破損した場合、二次的な災害が予想されるライン 

－毒性（刺激性、麻酔性などを含む）のある流体 
－引火性のある流体 
－爆発性のある流体 

・ガラスが破損した時にガラス片が飛散し、人身事故などが考えられる場合 
・設置場所が、外部からの飛散してきた異物などでガラスの破損が考えられる場合 
・運転が ON／OFF 運転で、フロートが急上昇し、その衝撃でガラスが破損すると考えられる場合 
・流量計に温度衝撃（急冷／急騰）が加わる、あるいは温度衝撃が予想されるライン 

 

 ●運搬、保管および運転に際しては、機械的衝撃をガラス部、樹脂部に与えないようご注意ください。

 ●接液部または測定部にガラスおよび樹脂を使用している製品において、運転停止に伴い流れが停止

した場合、測定液体が測定管内に残留して周囲温度が氷点下になると（一般的には冬期に運転停止

して液抜きをしないなど）液体が凍結してガラス、樹脂を破損する恐れがあります。運転停止中に

測定液体が凍結する恐れがある場合は、液体を完全に抜き取ってください。 

 ●樹脂は一般的に金属に比較して機械強度が低く、取扱いには注意が必要です。設置に際しては接続

配管・継手の寸法違い、偏芯、過大な締結トルクでねじ込むことなどによる機械的応力が加わらな

いようご注意ください 

 ●ガラスはアルカリ系溶剤で侵食されます。アルカリ系溶剤は使用しないでください。 

●樹脂は溶剤系の液体で破損することがあります。仕様書、本書などに記載されている流体以外には

使用しないでください。 

 ●樹脂は使用環境により劣化が早まることがあります。設置ならびに運転にあたっては、樹脂の耐食

性、紫外線耐性などの耐環境性に考慮してください。 

 

 

■ 防爆仕様で納入された製品について 

 ●該当する法規・規則・指針に適合した配線、接地工事を確実に実施してください。また、構造の改

造、電気回路の変更などは法令違反および規則・指針に適合しなくなりますので、絶対に行わない

でください。 
保守・点検につきましては法令・規則・指針に従い、作業を実施してください。 

 

 ●製品の防爆等級は、仕様書、製品の銘板に記載してあります。設置場所は防爆関連法規・規則・指

針に従い、お客様にて対象ガスに応じて選定してください。 

 

 

■ 保守、点検について 

 ●製品を保守、点検などでプロセスから取外す際は、測定対象の危険性・毒性に留意して関連する配

管・機器類からの漏れおよび残留などにより人体・機器類への損傷が生じないよう、安全を確認し

て作業を行ってください。 

 
 ●製品の保守、点検については使用条件などによりその周期、内容が異なります。本書を参照するか、

お客様が実際の運転状況を確認してご判断をお願いいたします。 
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1. 受入・保管 

1.1 受入 

ご注文の製品がお手元に届きましたら、ただちに下記

の点についてお調べください。もし不具合がありまし

たら、ご注文先にご照会ください。 

 

1) 製品形式・仕様 

2) 数量 

3) 輸送中の損傷がないこと 

4) 付属品の有無 

 

1.2 保管 

製品到着後すぐにご使用にならない場合には、下記に

示すような所に保管してください。 

 

1) 清浄な場所、特に検出器内部には絶対に塵、埃が

入らないようにしてください。 

2) 腐食性ガスがない所 

3) 室温に近い所 

4) 湿度の低い所 

 

2. 製品概要 

TF−2000N 形は各種気体の流量を温度・圧力の変化の影

響を受けずに計測する熱式質量流量計です。DC24V を供

給するだけで、流量表示、積算流量表示、流量出力、積算

パルス出力、2 点警報出力を行うことができ、現場での監

視、遠隔監視、総量監視、断流監視など通常の流量計測に

必要な機能を備えています。 

 

 
 

TF−2000N形ミニサーマルマスフローメータはガスの管路

に感温抵抗体 Rw を置き、電流で加熱してその温度 Tw－

Ta が一定になるように電流Ｉを制御します。感温抵抗体

からガスに熱伝達される熱量 Rw・I2は通過するガスの質

量流量の関数となり、電流Ｉから質量流量が測定できます。

電流Ｉはリニアライズされ所定の流量に比例した電気信号

に変換されて出力されます。また流量検出のための電気回

路はガスの温度に対する物性値変化によるわずかな特性の

変化も補正をするユニークな構造となっており、広い温度

範囲にわたり、質量流量を高精度に計測することができます。 

3. 製品仕様 

測定対象 

気体全般 
(ただし水素またはヘリウムを10％以上含むガス及び水
素、ヘリウムとCnHmとの混合ガスには不適です。) 
TF−2261NはAIR、N２のみ 

流量レンジ 

最小 0 〜 2 L/min (nor) 
最大 0 〜 750 m3/h (nor) 

標準タイプ 

最小 0 〜 120 L/min (nor) 
最大 0 〜 1000 L/min (nor) 

低圧力損失タイプ 

最小 0 〜 80 m3/h (nor) 
最大 0 〜 1500 m3/h (nor) 

大流量タイプ 

レンジアビリティ 標準 1：20 (カットオフ流量任意設定可) 

ガス圧力 －0.07〜1.0 MPa 

ガス温度 0〜60 ℃ 

温度影響 スパン：±0.1%F.S. / ℃以内 

圧力影響 スパン：±0.1%F.S. / 0.1MPa以内 

応答性 1秒以内 (90%応答) 

材質構成 

管路 ：SUS316もしくはSUS304 
センサ：SUS316、ガラス、白金イリジウム、

CTFEの組合せ 
シール：フッ素ゴムまたはCR 
ハウジング：ADC12 

塗装色 
ハウジング：マンセルN8.5 
      (本体ステンレス部は塗装なし) 

構造 防水構造 (IP65相当) 

取付方向 水平または垂直 

周囲温度 
0〜60 ℃ 

標準タイプ 
低圧力損失タイプ 

0〜50 ℃ 大流量タイプ 

湿度 20〜80％RH (結露しないこと) 

電気接続 2－G1/2 (M3ねじ端子) 

電源 DC24V (DC22V〜DC27V) 

消費電力 約 5.5W 

耐電圧 AC500V 1分間 電源端子〜ケース間 

絶縁抵抗 DC500V 200MΩ 電源端子〜ケース間 

 

瞬
時
流
量
機
能 

表示 4桁 LCD文字高さ 13mm 

表示精度 
±2％F.S.±1digit (at RT基準) 
RT：調整時の周囲温度 25℃±5℃ 

出力 

DC4〜20mA 
最大出力値 約 21.0mA 

負荷抵抗 500Ω以内 
標準タイプ 
低圧力損失タイプ 

負荷抵抗 450Ω以内 大流量タイプ 

出力精度 
±2％F.S. (at RT基準) 
RT：調整時の周囲温度 25℃±5℃ 

積
算
機
能 

表示 7桁 LCD文字高さ 6mm 

積算精度 
±2.1％F.S. (at RT基準) 
RT：調整時の周囲温度 25℃±5℃ 

出力 

オープンコレクタパルス出力(アイソレーション) 
定格    ：DC30V、30mA Max 
パルス幅  ：100ms (固定) 
パルスレート：積算カウントに同期 

積算率 60〜18000 c/h 

積算リセット パネルキー及び、リモートによるリセット 

警
報
機
能 

表示 赤色 LED 動作時点灯 

出力 
オープンコレクタパルス出力 (アイソレーション) 
動作時ON 
定格：DC30V 30mA Max 

設定点数 上限・下限の各 1点 設定精度 1.0％F.S. 

設定方法 パネルキーによる設定 

設定範囲 フルスケールの 0〜100％ 

ヒステリシス 1±0.5％F.S.(固定) 

ローカット 
流量表示、流量出力、積算表示、積算パルス出力 
標準：5％、(パネルキーにより任意設定可) 

マルチデータ 
6種類まで設定可 (0〜5ch) DIP－SWによる 
チャンネル切り替え、標準：0chに設定 

データバックアップ 設定値、積算値EEPROMに記憶、10年間 
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4. 設置 

4.1 設置場所 

下記の点に注意して設置場所を選定してください。 

  

 

 
 

4.2 上・下流必要直管長 

上流側及び、下流側に直管長が必要な形式があります。 

下表に従い直管部を設けてください。 

  

 

形式別必要直管長(d：配管の内径) 

形式 上流側 下流側 

TF−2211N 

不要 不要 
TF−2221N 

TF−2231N 

TF−2241N 

TF−2251N 5d (注 1、2) 5d (注 1、2) 

TF−2421N 

5d (注 3) 不要 (注 3) TF−2431N 

TF−2441N 

TF−2261N 10d (注 1、2) 5d (注 1、2) 

(注 1) 流量計の口径と異なった配管は土1サイズまでとし、

流量計の口径と同一口径の必要直管部を設けた後に

配管してください。 

(注 2) Rcねじ込み継手は Sch80以下の配管を使用してくだ

さい。 

(注 3) 必ず流量計と同一口径の配管を使用してください。 

● 異径配管の場合(図は中〜大口径を示します) 

 
＊TF-2261N は 10d となります。 

  

1) 機械的振動の少ない所。 

2) 周囲温度がなるべく常温に近い所(0〜60℃)。 

 屋外設置の場合、直射日光が当たらないように

日除けなどを設置してください。 

3) 屋外設置の場合、直接雨水などがかからないよ

うに日差しなどを設けてください。垂直姿勢の

取り付けで指示部が右側にある場合には配線接

続口が上部に向きますので適切な防水処置を施

してください。 

4) 電気的誘導障害のない所。 

5) 埃及び腐食性ガスのない所。 

6) プラント側から熱輻射などを受けるときは、断

熱処置を施してください。 

7) 通風がよいところに設置してください。 

*5d 5d 
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4.3 配管接続 

安定した流量計測を行なうため下記の点に注意して配

管接続を行なってください。 

 

 

 

 

 

4.4 指示部ケースの向きを変更(180度回転) 

配管レイアウトの都合で指示部向きの変更が生じた場

合には下記の要領で行ってください。 

 

1) M5 用(対面 4mm)六角レンチを準備します。 

2) 指示部台座の六角穴付ボルト(4 本)を外します。 

3) 指示部を 1cm 程度持ち上げて水平に 180 度回転さ

せて固定してください。 

4) 指示部内には本体から流量センサのリード線が入

っていますので指示部を持ち上げるときは注意し

てください。 

  

1) 流量計を持ち運ぶ際には本体部をお持ちの上、

衝撃を与えないでください。 

2) 上・下流側の配管は十分なフラッシングを行っ

てから流量計を取り付けてください。配管内部

の不純物・水分・汚れの原因となる異物が混入

しますと故障の原因となります。 

3) ダスト流入の恐れがある場合には、上流側にフ

ィルターを設置してください。5µm 以上のダス

ト除去能力を有するものを推奨致します。 

4) 水分・油肪分を含んだ気体の場合、故障・精度

不良の原因となりますのでミストセパレータな

どを設置してください。除去能力は油分量 0.01 

mg/m3(0.01wtppm)以下のものを推奨致します。 

5) 流量計は垂直、水平のいずれの配管にも設置で

きます。固定するときには底面のねじ穴をご使

用ください。中〜大口径の流量計に取付穴はあ

りませんのでサポート金具などで固定してくだ

さい。 

6) 本体に流れ方向を示す矢印があります。この方

向に測定ガスが流れるように配管してください。

取付姿勢を変更したい場合(水平取付から垂直取

付等)に表示部の向きが傾きますが、そのまま使

用しても問題はありません。もし表示部の向き

を変更したい場合はご返却ください。 

7) 上・下流側の配管接続は流量計の口径と同一口

径で配管してください。 

8) Rcねじ接続の場合、配管に正しくねじ加工をし、

シールテープなどのシール材がはみ出さないよ

うにしてください。内径の小さい継手を接続し

た場合、最大流量まで流れない恐れがあります。 

9) スウェジロック(VCR)接続の場合、継手に合わ

せて適切な配管をしてください。詳細は各継手

のカタログを参照してください。 

10) フランジ接続の場合、納入仕様書を参照して寸

法を確認し正しく配管を準備してください。偏

芯やフランジに傾きがあると流量計に応力がか

かり、破損の原因となります。配管に必要なボ

ルト、ナット、ガスケットはお客様の所掌です。

適品を準備してください。 

11) 絞り弁•分岐弁などは流量計の下流側に設置して

ください。 

12) 保守・点検を容易に行なうために、バイパス配

管を設置することをお勧めします。 
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5. 電気接続 

M5 用(対面 4mm)六角レンチを準備してください。本体ケ

ースの裏フタを外すと内部の端子台に結線できます。屋外

設置の場合、配線終了後に適切な防水処理を施してください。 

 

5.1 端子配置図 

 
 

5.2 配線上の注意 

 

 

5.3 外部機器の接続 

本器は上・下限警報、積算パルス、アナログ出力の 4 つ

の出力が備わっております。上・下限警報と積算パル

ス出力は内部回路とアイソレーションされております

が、アナログ出力はアイソレーションされていません。 

 

■ アナログ出力は DC4〜20mA 出力です。出力仕様

に適する機器を接続してください。 

 

■ 積算パルス、上・下限警報の出力はオープンコレ

クタ出力です。出力仕様に適する機器を接続して

ください。 

 
 

5.4 リセット端子 

RESET 端子を短絡すると積算流量表示はリセットさ

れます。短絡時間は 0.5 秒以上としてください。 

 

●端子台詳細(M3 ねじ端子) 

番号 内容 

1 PLUSE OUT (E) 
積算パルス出力 

2 PLUSE OUT (C) 

3 LA (E) 
下限警報出力 

4 LA(C) 

5 HA (E) 
上限警報出力 

6 HA (C) 

7 RESET 
積算表示リセット 

8 RESET 

9 ANALOG OUT (－) アナログ出力 

DC4〜20mA 10 ANALOG OUT (＋) 

11 POWER 0V   (－) 供給電源 

DC24V 12 POWER 24V  (＋) 

 

  

1) DC24V電源は電源容量 5.5W以上のものを使用

してください。動作電圧は DC22-27V です。 

 DC22V 未満では正常に動作しません。 

2) DC24V電源は下段の端子 11、12に接続します。

極性に注意して結線してください。 

3) 電気接続は電源OFFの状態で圧着端子など用い

て確実に行ってください。通電状態での電源結

線を行うと故障の原因になります。 

積算パルス ：ON時間 

  100ms(固定) 

上・下限警報 ：動作時 ON 
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6. 運転 

配線が完了しましたら電源を投入してください。パネル表

示が 3 回全点滅し測定モードになります。測定モードで正

常な運転状態では表示器の単位表示のLCD(■)が点滅しま

す。(→P.5 表パネルの名称)ライン圧力を徐々に上げてガ

スを流すと流量に応じた表示・出力が得られます。精度が

必要な場合は 20 分程度暖機をしてください。運転の際に

は下記の点に注意してください。 

 

 

 

 

6.1 チャンネル番号の設定 (→P.5表パネルの名称) 

1) 測定ガスの仕様が 1 つの場合、チャンネル番号の

DIP－SW は『O』に設定されています。 

2) 測定ガスの仕様が複数の場合、チャンネル番号の

DIP－SWを測定対象のチャンネル番号に設定して

ください。 

3) チャンネル番号と測定ガスの仕様は納入仕様書を

参照してください。 

 

6.2 ループチェック機能 (→P.5表パネルの名称) 

1) チャンネル番号の DIP－SW を『6』に設定すると

DIP－SW『0』に設定されている最大流量の 50%

の流量を表示し、約 12mA 出力されます。 

2) チャンネル番号の DIP－SW を『7』に設定すると

DIP－SW『O』に設定されている最大流量の 100%

の流量を表示し、約 20mA 出力されます。 

3) ループチェック完了後は測定対象のチャンネル番

号に戻してください。(標準の DIP－SW は『O』に

なります。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1) 流量計の仕様は納入仕様書を確認してください。 

2) 測定ガスの圧力、温度は納入仕様書を確認の上、使

用してください。 

3) 不純物、汚れの原因となるものは絶対に流さないで

ください。測定ガスの中に水分や汚れの原因となる

ものが流れると、精度不良や動作不良となります。

流量計上流側で除去してください。 
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7. 設定値の変更と操作方法 

M5 用(対面 4mm)六角レンチを準備してください。本体ケースの表フタを外すと表パネルのスイッチ類が操作できます。 

 

7.1 表パネルの名称 

 
 

7.2 キー操作の基本 

① チャンネル番号の設定スイッチ 

1) 測定ガスのチャンネル番号を設定します。 

(→P. 5 チャンネル番号の設定) 

2) 複数のガス仕様がある場合、チャンネル番号 

『0』〜『5』で設定することができます。 

 

② MODE(モード)キー 

1) 測定モード状態で、MODE キーを 2 秒以上押すと

設定モードになり、1 度押すごとに表示部下段のコ

ード No.が「01」から「13」へ順次表示され、再

び測定モードに戻ります。 

2) 設定モード時に MODE キーを押すと、次のコード

No.に移ると同時に、前コード No.で設定した値が

保存されます。 

3) 設定モードで 30秒以上何のキーも押さないと自動

的に測定モードに戻ります。 

4) 設定値を変更した場合はMODEキーを押していき

必ず測定モードに戻してください。MODE キーの

連続押しはお避けください。 

5) 設定モードの状態では、設定値の変更を行える桁

の数が点滅表示をします。 

 

③ シフトキー 

設定モードの状態で 1 度押すごとに、点滅箇所を下位

の桁に移動します。最下位の桁から最上位の桁に戻り

ます。 

④ ダウンキー 

設定モードにおいて 1 度押すごとに、上段の点滅箇所

の数値を 1 ずつ小さくします。 

 

 

⑤ アップキー 

設定モードにおいて 1 度押すごとに、上段の点滅箇所

の数値を 1 ずつ大きくします。 

 

 

 

 
  

アップキー、ダウンキーの操作 

1) 設定項目の内容によりプラス、マイナスの符号

があります。マイナスの場合は最上位桁に「－」

と表示し、プラスの場合には符号の表示はあり

ません。符号箇所を点滅させたとき、アップキ

ーまたはダウンキーを押すと符号が反転します。 

 (→P.11 流量センサ出力のゼロ調整値) 

 (→P.12 アナログ出力のゼロ調整値) 

2) 設定項目の決められた設定内容を変更する場合

にもアップキーまたはダウンキーで変更します。 

 (→P.8 表示桁・表示内容・流量単位) 

 (→P.9 積算乗数) 
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7.3 小数点の位置 

点滅箇所の数値でアップキーまたはダウンキーを押し

ます。0 から 9、9 から 0 になるとき小数点がない場合

は小数点が付き、小数点がある場合は無くなります。 

7.4 積算流量表示のリセット 

測定モードのときシフトキーとダウンキーを同時に押

すと積算流量表示はリセットされます。 

 

7.5 設定項目 

MODE キーと設定項目の推移を下のフローチャートに示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊通常設定値を変更することはありません。 

 

 

 

  

設定項目 

MODE キーを 2 秒以上押すと 

設定モードに入ります。 

測定モード 

設定モード 

コードNo. 

表示桁・表示内容・流量単位 

最大流量表示値 

カットオフ流量値 

積算乗数 

フィルター係数 

警報０(上限警報)の設定 

警報１(上限警報)の設定 

警報状態の設定 

流量センサ出力のゼロ調整値(offset) 

流量センサ出力のゲイン調整値(gain) 

アナログ出力のゼロ調整値(shift) 

アナログ出力のゲイン調整値(scale) 

バージョン情報 

０１ 

０２ 

０３ 

０４ 

０５ 

０６ 

０７ 

０８ 

０９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

表示の桁数、表示の内容、流量単位が設定されています。 

＊流量計の最大流量値が設定されています。 

カットオフ流量値が設定されています。(標準：5％F.S.) 

積算乗数が設定されています。 

フィルター係数(変動量、時定数)が設定されています。 

上限警報流量値が設定されています。(標準) 

下限警報流量値が設定されています。(標準) 

上限／下限(標準) 、上・上／上、下／下・下の設定が可能です。 

＊流量ゼロのとき、流量センサ出力の係数が設定されています。 

＊最大流量のとき、流量センサ出力の係数が設定されています。 

アナログ出力(4.00mA)の係数が設定されています。 

アナログ出力(20.00mA)の係数が設定されています。 

流量計プログラムソフトのバージョンNo.が表示されます。 

30 秒以上何のキーも押さないと

自動的に測定モードに戻ります。 

内容 
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7.6 設定項目の解説 

ここでは最大流量表示 100L/min のとき、代表的な設定例を表示しながら解説します。 

設定値を変更または操作される場合は、工場出荷時の設定値を記録することをお勧めします。 

付録の記録表をご使用ください。(→P. 15 付録、設定記録表) 

 

7.6.1 コード「01」表示桁・表示内容・流量単位 

表示桁：4 桁表示 表示内容：瞬時流量表示 流量単位：L/min 積算単位：L の場合を示します。 

 

1) 表示桁・表示内容は全チャンネル共通設定となります。流量単位は各チャンネル個別設定ができます。 

2) 流量単位を変更すると、流量単位表示の点灯箇所が選択箇所に移動します。 

3) 流量単位を変更するとカットオフ流量値・上限警報流量値・下限警報流量値・最大流量表示値が、変更された流

量単位に自動的に変更されます。ただし積算乗数は変更されませんのでコード「04」積算乗数を再設定してくだ

さい。 

 流量単位を変更するとそれまでの積算流量表示はリセットされます。 

4) 流量単位変更後の最大流量表示値が「9999」以上になる場合は流量単位を変更しないでください。正しく表示さ

れず、また単位を元に戻しても元の設定値に戻りません。 

5) 流量単位を変更しまた元に戻したとき、最大流量表示値が元に戻らず小数点以下に数字が表示される場合があり

ます。このときはコード「02」最大流量表示値を再設定してください。 

6) 表示内容ではセンサ出力信号値を表示させることができます。流量センサ断線を確認するときに設定してくださ

い。標準・低圧力損失タイプでは流量がゼロのとき約 1.9〜2.2V、最大流量時には約 4〜6V が表示されます。ま

た大流量タイプでは流量がゼロのとき 0.8〜0.9V、最大流量時には約 2〜3V が表示されます。(値はガスの種類、

流れている流量により異なります。)センサ出力値の確認後は瞬時流量に戻してください。また、表示がセンサ出

力信号の状態で電源を OFF にし電源再投入をしたときも瞬時流量に戻ります。 

 

7.6.2 コード「02」最大流量表示値 

最大流量表示値 100.0L/min を示します。 

 

1) 最大流量表示値は各チャンネル個別設定ができます。 

2) 最大流量表示値を変更するとそれまでの積算流量表示はリセットされます。 

3) 最大流量表示値の設定は流量単位を変更し元に戻したとき、小数点以下に数字が表示された場合を除き変更しな

いでください。最大流量表示値を変更する場合には再校正が必要となりますので弊社営業部までご連絡ください。 

4) チャンネル番号の DIP－SW『6』『7』の設定値は変更しないでください。  

＜表示＞ 

L/h 

m3/h 

L/min 

 

L 

m3 

単位表示 

コード No. 

① 
 

② 
 

③ 
 

チャンネル番号表示 

＜内容＞ 

① 表示桁(選択) 

3：3 桁表示 

4：4 桁表示 

② 表示内容(選択) 

0：瞬時流量 

1：流量センサ出力信号 

③ 流量単位(選択) 

  流量単位  積算単位 

0：L/h L 

1：m3/h m3 

2：L/min L 

＜操作＞ 

  で点滅している桁を移動させ

各内容のとき   を押し選択

します。 

＜表示＞ 

L/h 

m3/h 

L/min 

 

L 

m3 

チャンネル番号表示 

＜内容＞ 

流量検出器の最大流量を設定し

ます。 

＜操作＞ 

 で点滅箇所を移動させ、 

を押し設定します。 
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7.6.3 コード「03」カットオフ流量値 

カットオフ 5.0L/min を示します。 

 

1) カットオフ流量値は各チャンネル個別設定ができます。 

2) カットオフ流量値は最大流量の 1％F.S.以下に設定しないでください。流量ゼロのとき流量表示される場合があり

ます。 

 

7.6.4 コード「04」積算乗数 

積算乗数 ×1L を示します。 

 

1) 積算乗数は各チャンネル個別設定ができます。 

2) 積算単位は流量単位と連動して動作します。流量単位が L で積算単位を m3、または流量単位が m3で積算単位を

L に点滅表示させることはできません。 

3) 最大積算率は 18000c/h(5c/sec)です。積算乗数を設定する際は最大積算率を超えないように設定してください。 

4) 積算乗数を変更するとそれまでの積算流量表示はリセットされます。 

5) 電源 OFF 時、積算流量表示は EEPROM に記憶されますが、動作電圧値が DC22V 未満のとき EEPROM に記憶

されません。 

  

＜表示＞ 

L/h 

m3/h 

L/min 

 

L 

m3 

チャンネル番号表示 

＜内容＞ 

設定値より小さい値をカットオ

フします。 

瞬時流量表示・流量出力・積算

流量表示・積算パルス出力に適

用されます。 

＜操作＞ 

 で点滅箇所を移動させ、 

を押し設定します。 

＜内容＞ 

積算乗数(1 カウント(パルス)当

たりの流量値)を設定します。 

 

 

 

最大積算率 ＝ 
最大流量表示値 

積算乗数 

 

＜表示＞ 

L/h 

m3/h 

L/min 

 

L 

m3 

チャンネル番号表示 

＜操作＞ 

点滅箇所はありません。 

    を押して 

1000、100.0、10.00、1.000、

0.100、0.010、0.001 の中から 

選択してください。 
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7.6.5 コード「05」フィルター係数 

変動量 5％、時定数 1 秒のときの設定を示します。 

 

1) フィルター係数は全チャンネル共通設定となります。 

2) 瞬時流量表示がふらつく場合、ふらつきはセンサ出力信号をローパスフィルタに通すことで除去することができ

ます。 

 フィルター係数の設定は最大流量に対する変動量(％)時定数(秒)を設定します。 

   変動量：0.1 秒前(前回)に処理したデータと今回の読み込んだデータとの変動幅 

   時定数：入力の 63.2％に達する時間 

 流量表示値(出力)の変化が設定した変動量(％)より大きい範囲ではローパスフィルタは動かず、変動量(％)以内に

なると設定された時定数のローパスフィルタが動きます。 

3) 変動量と時定数のいずれかを「0」(または両方「0」)に設定するとフィルターが無効になります。 

 

7.6.6 コード「06」警報０(上限警報)の設定 

上限警報値 90.0L/min を示します。 

 

1) 上限警報流量値は各チャンネル個別設定ができます。 

2) ヒステリシス幅は 1％F.S.となっています。 

3) 警報表示は動作時に LED が点灯します。 

4) 警報動作は設定値を 0 にすると無効になります。 

  

＜表示＞ 

L/h 

m3/h 

L/min 

 

L 

m3 

＜内容＞ 

設定値 ①変動量 ②時定数 

 0 機能しない 無効 

 1 1% 0.5秒 

 2 2% 1.0秒 

 3 5% 1.5秒 

 4 6% 2.0秒 

 5 7% 2.5秒 

 6 8% 3.0秒 

 7 10% 4.0秒 

 8 15% 5.0秒 

 9 20% 6.0秒 

＜操作＞ 

 で点滅箇所を移動させ、 

を押し設定します。 

① ② 

＜表示＞ 

L/h 

m3/h 

L/min 

 

L 

m3 

チャンネル番号表示 

＜内容＞ 

警報 0 の値を設定します。 

(標準：上限警報) 

＜操作＞ 

 で点滅箇所を移動させ、 

を押し設定します。 
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7.6.7 コード「07」警報１(下限警報)の設定 

下限警報値 10.0L/min を示します。 

 

1) 下限警報流量値は各チャンネル個別設定ができます。 

2) ヒステリシス幅は 1％F.S.となっています。 

3) 警報表示は動作時に LED が点灯します。 

4) 警報動作は設定値を 0 にすると無効になります。 

 

7.6.8 コード「08」警報の状態設定 

警報値 0 が上限警報、警報 1 が下限警報である場合を示します。 

 

警報の状態設定は各チャンネル個別設定ができます。 

 

7.6.9 コード「09」流量センサ出力のゼロ調整値 

流量ゼロのとき、流量センサから入力されるゼロ調整値(offset)が 0099 になっていることを示します。 

 

1) 設定値は全チャンネル共通設定となります。 

2) 出荷時の調整により値が設定されています。流量計にガスを流していないのに流量表示(出力)される場合のみ設定

値を変更してください。変更する場合は流量計にガスが流れていないことを確認し、念のための元の値を控えて

から行ってください。 

  

＜表示＞ 

L/h 

m3/h 

L/min 

 

L 

m3 

チャンネル番号表示 

＜内容＞ 

警報 1 の値を設定します。 

(標準：下限警報) 

＜操作＞ 

 で点滅箇所を移動させ、 

を押し設定します。 

＜表示＞ 

L/h 

m3/h 

L/min 

 

L 

m3 

＜内容＞ ＜操作＞ 

 で点滅箇所を移動させ、 

を押し設定します。 

① 
 

② 
 チャンネル番号表示 

＜表示＞ 

L/h 

m3/h 

L/min 

 

L 

m3 

＜内容＞ 

出荷時の調整によって得られた

値です。設定値を変更すると流

量表示値とアナログ出力値が連

動して変更されます。 

(設定範囲：－9999〜9999) 

＜操作＞ 

 で点滅箇所を移動させ、 

を押し設定します。 
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7.6.10 コード「10」流量センサ出力のゲイン調整値 

最大流量のとき、流量センサから入力されるゲイン調整値(gain)が 0.9807 になっていることを示します。 

 

1) 設定値は全チャンネル共通設定となります。 

2) 出荷時の調整により値が設定されています。変更する場合は実流量を知る必要があります。最大流量を流したと

き、実流量と流量表示(出力)に誤差があった場合のみ変更してください。但し、精度の保証は弊社での流量校正し

た場合のみとなります。変更する場合は念のため元の値を控えてから行ってください。 

 

7.6.11 コード「11」アナログ出力のゼロ調整値 

4.00mA のアナログ出力のゼロ調整値が－0070 になっていることを示します。 

 

1) 設定値は全チャンネル共通設定となっています。 

2) 流量ゼロのとき流量表示はゼロを表示するがアナログ出力がずれているときに設定値を変更します。設定モード

ではアナログ出力は設定値の出力となりますのでテスタまたは外部機器の表示を見ながら変更してください。変

更する際は流量計にガスが流れていないことを確認し調整を行ってください。 

 

7.6.12 コード「12」アナログ出力のゲイン調整値 

20.00mA のアナログ出力のゲイン調整値が 0.9165 になっていることを示します。 

 

1) 設定値は全チャンネル共通設定となっています。 

2) 実流量と比較し流量表示は合っているがアナログ出力の調整が必要となった場合に設定値を変更します。設定モー

ドではアナログ出力は設定値の出力となりますのでテスタまたは外部機器の表示を見ながら変更してください。

変更する際は最大流量が流れていることを確認し調整を行ってください。 

  

＜表示＞ 

L/h 

m3/h 

L/min 

 

L 

m3 

＜内容＞ 

出荷時の調整によって得られた

値です。設定値を変更すると流

量表示値とアナログ出力値が連

動して変更されます。 

(設定範囲：－9.9999〜9.9999) 

＜操作＞ 

 で点滅箇所を移動させ、 

を押し設定します。 

＜表示＞ 

L/h 

m3/h 

L/min 

 

L 

m3 

＜内容＞ 

設定値を変更するとアナログ出

力のゼロ調整ができます。 

(設定範囲：－9999〜9999) 

＜操作＞ 

 で点滅箇所を移動させ、 

を押し設定します。 

＜表示＞ 

L/h 

m3/h 

L/min 

 

L 

m3 

＜内容＞ 

設定値を変更するとアナログ出

力のゲイン調整ができます。 

(設定範囲：－9.9999〜9.9999) 

＜操作＞ 

 で点滅箇所を移動させ、 

を押し設定します。 
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8. 保守・点検 

配管系ならびに継手の腐食等点検し、常時クリーンなガ

スが流せるようにしてください。 

 

1) 流量計に塵、埃などが入った場合または本体内部が汚

れた場合は、次のように流量計内部をきれいにしてく

ださい。 

2) 下流側より N2ガスでパージしてください。 

3) 汚れが取れない場合はアルコールで洗浄してください。

その際流量計は分解しないでください。本体内部のガ

スの流れは右図のようになっております。 

 

 

 

  

N２ガスで 
パージする 

※多孔板 

※TF－2261Nでは多孔板は入っておりません。 

メッシュ メッシュ 
センサ 
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9. トラブルシューティング 

本器にトラブルが起こったときの対処方法を説明します。 

対処方法どおり対処しても良くならないときは、症状および MFG.No.を弊社営業部まで連絡の上、ご返却ください。ご

返却いただいた製品につきましては調査後、部品交換、調整などを行い発送いたします。 

 

トラブル内容 主な対処方法 参照ページ トラブル内容 主な対処方法 参照ページ 

電源を投入しても 

LCD表示部が 

表示しない 

電源端子の配線(極性)を確認して

ください。11 (－)、12 (＋)です。 

P. 4 

電気接続 

流体を流すと 

流量表示が 

低下している 

電源端子の電源電圧値と電源容
量を確認してください。 

(DC22〜27V、5.5W以上必要です)。 

－ 

電源をOFFにし、約 10秒後再投

入してください。復旧しない場合
は弊社までご連絡ください。 

－ 

流量計と同一口径の配管を使用し
てください。Re ねじ規格に内径

の小さい継手をねじ込む場合、口
径が絞られ最大流量まで流れない
恐れがあります。 

P. 3 

配管接続 

LCD表示部の 

文字の一部が 

欠けている、 

または表示される 

電源をOFFにし、約 10秒後再投
入してください。復旧しない場合
は弊社までご連絡ください。 

－ 

流量計内部に不純物が含まれてい
る可能性があります。本体を配管

から外し管路内を点検してくださ
い。 

P. 13 

保守・点検 

LCD表示が 

固まって動かない 

電源端子の電源電圧値と電源容
量を確認してください。 

(DC22〜27V、5.5W以上必要です)。 

－ 

積算表示が 

正常にカウント 

されない 

積算乗数の設定値を確認してくだ
さい。最大積算率を超えないよう
に設定してください。 

P. 8 

積算乗数 

電源をOFFにし、約 10秒後再投
入してください。復旧しない場合
は弊社までご連絡ください。 

－ 

積算表示値が 

減っている 

電源端子の電源電圧値を確認して
ください。DC22V 未満の動作電

圧値では積算値はEEPROMに保
存されません。 

－ 

流量表示部 

(LCD上段)が 

点滅している 

通電状態での電源結線はしないで
ください。 

P. 4 

電気接続 

リレー接点などで発生したノイズ
が電源ラインから侵入した恐れが
あります。電源ラインにノイズフ

ィルターなどを設置してください。 

－ 

工場出荷時のデータに戻っていま
す。モードキーを 2秒以上押し、

各設定項目の内容を確認しながら
測定モードにしてください。 

P. 7 

設定項目 

警報表示が 

動作時に点灯 

しない 

上・下限警報流量値と警報の設定
状態を確認してください。設定値

がゼロの場合、警報は動作しませ
ん。 

P. 10・11 

上・下限警報 

流量値警報の 

状態設定 

 

流体を流しても 

ゼロのまま 

変化しない 

電源端子の電源電圧値と電源容

量を確認してください。 

(DC22〜27V、5.5W以上必要です)。 

－ 

流量出力が 

出力されない 

アナログ出力端子の配線を確認

し、外部機器の仕様を確認してく
ださい。 

P. 4 

電気接続 

測定ガス仕様とチャンネル番号の
DIP－SW が正しいか確認してく
ださい。 

P. 5 

チャンネル 

番号の設定 

チャンネル番号の DIP－SW を
『6』または『7』に設定してルー
プチェックをしてください。 

P. 5 

ループチェック 

機能 

カットオフ流量値の設定は標準で
5%F.S.になっています。設定値以

下の流量の場合、表示されません
ので設定値を変更してください。 

P. 9 

カットオフ流量値 
積算パルス 

出力が 

出力されない 

積算パルス出力端子の配線を確認
し、外部機器の仕様を確認してく
ださい。 

P. 4 

電気接続 

表示内容をセンサ出力信号に切り
替えてください。ゼロの場合は流
量センサが断線しています。弊社

までご連絡ください。 

P. 8 

表示桁・表示 

内容・流量単位 

積算乗数の設定値を確認してくだ
さい。 

P. 8 

積算乗数 

流体を流して 

いないのに 

流量表示される 

流量計に測定ガスが流れてないこ
とを確認してください。 

－ 

警報出力が 

出力されない 

上・下限警報出力端子の配線を確

認し、外部機器の仕様を確認して
ください。 

P. 4 

電気接続 

測定ガス仕様とチャンネル番号の
DIP－SW が正しいか確認してく
ださい。 

P. 5 

チャンネル 

番号の設定 

上・下限警報流量値を確認してく

ださい。 

P. 10・11 

上・下限警報 

流量値 

カットオフ流量値の設定を1%F.S.

以下に設定しないでください。 

P. 9 

カットオフ流量値 

キー操作を 

受け付けない 

通電状態での電源結線はしないで
ください。 

P. 4 

電気接続 

流体を流すと 

流量表示が 

不安定になる 

電源端子の電源電圧値と電源容
量を確認してください。 

(DC22〜27V、5.5W以上必要です)。 

－ 

電源をOFFにし、約 10秒後再投
入してください。復旧しない場合

は弊社までご連絡ください。 

－ 

流量計内部に不純物が含まれてい

る可能性があります。本体を配管か
ら外し管路内を点検してください。 

P. 13 

保守・点検 

測定モードから設定モードヘの移

行はモードキーを2秒以上押しま
す。 

P.6 

キー操作の 

基本 

フィルター係数の設定値(時定数)

を大きくしてください。 

P. 10 

フィルター係数 
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付録. 設定値記録表(確認用) 

1) 工場出荷時に設定値をこちらに記録することをお勧めします。 

2) コード「05」のフィルター係数とコード「08」〜「12」の入出力の調整値は全チャンネル共通のため、 

チャンネル 0 のところのみ記入してください。 

3) チャンネル 6、7 は最大流量表示値のみ記入してください。 

 

・チャンネル 0 

No. 設定項目 設定値 → 変更値 

01 表示桁・表示内容・流量単位    →    

02 最大流量表示値  →  

03 カットオフ流量値  →  

04 積算乗数  →  

05 フィルター係数   →   

06 警報 0の流量値  →  

07 警報 1の流量値  →  

08 警報状態の設定  →  

09 入力ゼロ調整値  →  

10 入力ゲイン調整値  →  

11 出力シフト調整値  →  

12 出力スケール調整値  →  

 

・チャンネル 1 

No. 設定項目 設定値 → 変更値 

01 表示桁・表示内容・流量単位    →    

02 最大流量表示値  →  

03 カットオフ流量値  →  

04 積算乗数  →  

05 フィルター係数  →  

06 警報 0の流量値  →  

07 警報 1の流量値  →  

08 警報状態の設定  →  

 

・チャンネル 2 

No. 設定項目 設定値 → 変更値 

01 表示桁・表示内容・流量単位    →    

02 最大流量表示値  →  

03 カットオフ流量値  →  

04 積算乗数  →  

05 フィルター係数  →  

06 警報 0の流量値  →  

07 警報 1の流量値  →  

08 警報状態の設定  →  

 

・チャンネル 3 

No. 設定項目 設定値 → 変更値 

01 表示桁・表示内容・流量単位    →    

02 最大流量表示値  →  

03 カットオフ流量値  →  

04 積算乗数  →  

05 フィルター係数  →  

06 警報 0の流量値  →  

07 警報 1の流量値  →  

08 警報状態の設定  →  

 

・チャンネル 4 

No. 設定項目 設定値 → 変更値 

01 表示桁・表示内容・流量単位    →    

02 最大流量表示値  →  

03 カットオフ流量値  →  

04 積算乗数  →  

05 フィルター係数  →  

06 警報 0の流量値  →  

07 警報 1の流量値  →  

08 警報状態の設定  →  

 

 

 

 

 

・チャンネル 5 

No. 設定項目 設定値 → 変更値 

01 表示桁・表示内容・流量単位    →    

02 最大流量表示値  →  

03 カットオフ流量値  →  

04 積算乗数  →  

05 フィルター係数  →  

06 警報 0の流量値  →  

07 警報 1の流量値  →  

08 警報状態の設定  →  

 

・チャンネル 6 (最大流量表示値のみご記入ください) 

No. 設定項目 設定値 → 変更値 

01 表示桁・表示内容・流量単位    →    

02 最大流量表示値  →  

03 カットオフ流量値  →  

04 積算乗数  →  

05 フィルター係数  →  

06 警報 0の流量値  →  

07 警報 1の流量値  →  

08 警報状態の設定  →  

 

・チャンネル 7 (最大流量表示値のみご記入ください) 

No. 設定項目 設定値 → 変更値 

01 表示桁・表示内容・流量単位    →    

02 最大流量表示値  →  

03 カットオフ流量値  →  

04 積算乗数  →  

05 フィルター係数  →  

06 警報 0の流量値  →  

07 警報 1の流量値  →  

08 警報状態の設定  →  

 



ⅰ 

 

 
■ 製品保証 

 

ご購入いただきました製品の保証期間および保証範囲に関しては、見積書、契約書、仕様書などに特記事項がない限り、

下記の通りとさせていただきます。 

 

1) 保証期間 

弊社製品の保証期間は、ご指定場所に納入後 18 ヶ月もしくはご使用開始後 12 ヶ月のいずれか早く経過する期日まで

の期間とさせていただきます。 
また、有償修理品の保証期間は、弊社工場にて修理した同一箇所の故障に限り、修理後 6 ヶ月とさせていただきます。 

 
2) 保証範囲 

弊社製品の品質につきましては万全の体制で製造いたしておりますが、上記保証期間内に弊社側の責任により故障が

生じた場合は、弊社工場での引き取り修理または代替品の納入を無償で行わせていただきます。 
ただし、次の項目に該当する場合は、この保証範囲から除外させていただくものといたします。 

 
・カタログ・取扱説明書・仕様書などに記載されている以外の不適当な条件、環境、取扱い、使用方法などに起因

した故障の場合 
・納入後の移動、輸送時の取扱いなどによる故障、損傷の場合 
・故障の原因が納入品以外の理由による場合 
・弊社製以外の消耗品の使用による場合 
・火災、地震、水害、落雷、その他天災地変、公害、塩害などの自然／設置環境による場合 
・弊社サービス以外による修理、改造に起因する場合 

 
なお、ここでいう保証範囲は納入製品単体の保証を意味するもので、納入製品の故障から誘発される直接的、間接的

損害（機械・装置の損害または損失、逸失利益、機会損失など）につきましては、いかなる損害も保証から除外させ

ていただくものといたします。 
 



ⅱ 

 

 
■ サービスネット 
 
製品の不具合などの際は弊社営業担当か、下記弊社営業所までご連絡ください。 

 
本社営業部 〒105-8558  東京都港区芝公園 1-7-24  芝東宝ビル 
 TEL 03-3434-0441 FAX 03-3434-0455 
 
大阪支店営業部 〒530-0014  大阪府大阪市北区鶴野町 1-9  梅田ゲートタワー13F 
 TEL 06-6314-0471 FAX 06-6374-7949 
 
仙台営業所 〒981-3133  宮城県仙台市泉区泉中央 1-13-4  泉エクセルビル 
 TEL 022-773-1451 FAX 022-773-1453 
 
富山営業所 〒939-8006  富山県富山市山室 210-6  堀川山室ビル 

 TEL 076-493-8311 FAX 076-493-8393 
 
長野営業所 〒390-0852  長野県松本市大字島立 399-1  滴水ビル 
 TEL 0263-40-0162 FAX 0263-40-0175 
 
茨城営業所 〒310-0836  茨城県水戸市元吉田町 1042 
 TEL 029-246-0666 FAX 029-246-0651 
 
横浜営業所 〒226-0006  神奈川県横浜市緑区白山 1-22-2 
 TEL 045-482-3819 FAX 045-482-3846 
  
静岡営業所 〒416-0923  静岡県富士市横割本町 3-10  時田ビル 
  TEL 0545-64-3551 FAX 0545-64-4026 
 
名古屋営業所 〒461-0001  愛知県名古屋市東区泉 1-2-3  ソアービル 
 TEL 052-953-4501 FAX 052-953-4516 
 
岡山営業所 〒710-0055  岡山県倉敷市阿知 2-19-33  阿知ビル 
 TEL 086-421-6511 FAX 086-421-6533 
 
徳山営業所 〒745-0031  山口県周南市銀南街 1  徳山センタービル 
 TEL 0834-21-0220 FAX 0834-21-6392 
 
北九州営業所 〒802-0001  福岡県北九州市小倉北区浅野 2-14-1  KMM ビル 
 TEL 093-521-4170 FAX 093-521-4185 
 
熊本営業所 〒862-0949  熊本県熊本市中央区国府 1-20-1  肥後水前寺ビル 
 TEL 096-375-7327 FAX 096-375-7328 
 
ホームページご相談窓口 
www.tokyokeiso.co.jp/inquiry/ 


